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だより民館公
　12 月 14 日、本年度もシニア大学の講座の一
つとして、三公民館合同での完熟・一期座公演
を開催しました。
　「おばあちゃんがおらんなった」と「病は気から」
の 2 本の現代劇が行われ、開始早々から劇団員の
迫力あるお芝居に引き込まれた参加者の皆さん。
テーマが身近だからこそ、時々笑いが起こり、和
やかな雰囲気で鑑賞することができました。
　参加者の皆さんは、「とても楽しい時間を過ご
すことができた」「今年も面白かったよ、ありが
とう」とほほえんでいました。
　シニア大学では、これからも地域の皆さんが楽
しく元気に活動できる講座に挑戦していきます。

㊧劇団員による迫力のある演技
㊨最後は手拍子で会場が一
体となる

坊ちゃん劇場 完熟・一期座公演

毎月順番に活動内容をお届け！東公
民
館

　今出三十三観音巡りは西国三十三観音霊場巡りを模し
たものと前回述べた。
　わが国の「巡礼」は、平安時代末期に畿内を中心とし
て起こった観音巡礼がその始まりといわれる。都を平安
京に移し、優雅な生活を送っていた王朝貴族の社会で
は、十世紀ころから近郊の霊

れ い

験
げ ん

あらたかな観音寺院へ
の参詣が盛んであった。 『梁

りょう

塵
じ ん

秘
ひ

抄
しょう

』には清水寺、石山寺、
長谷寺、粉河寺、六角堂など上流階級の観音寺院への
参詣が行われていたとある。とりわけ地理的に利便が
良く景勝地の清水寺と石山寺への参詣は人気が高かっ
た。清水寺には藤原道長、頼道などの藤原一族が参詣
していた。また、紫式部が源氏物語を起筆したという石
山寺は、貴族女史の参詣で人気を集めていた。これが
三十三カ所に広まり、庶民の人気になる。
　鎌倉期には東国に坂東巡礼が、室町期には秩父巡礼
が起こり、これに触発されるように江戸時代には全国各
地に地方巡礼が創設されていった。この頃に、東国から
見た西国という意味で「西国三十三カ所巡礼」と呼ばれ
るようになった。これらの巡礼は観音菩薩の功徳、救済

今出三十三観音を巡るⅡ

を願っての観音巡礼である。
　これに対して、私たちになじみの四国遍路は、弘法大師
の篤

あ つ

い信仰を抱く人々により室町時代に始まり、大師に有
縁な四国の寺院霊場八十八カ所を巡礼するものである。
　観音菩薩と西国三十三観音霊場巡りの知識を得たところ
で、いよいよ今出三十三観音巡りへ。次号に続く（麻生記）

【参考文献】佐藤久光「遍路と巡礼の社会学」人文書院 2004 年

ふるさと歴史散歩
～松前史談会レポート～
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問　松前史談会（麻生）☎ 090-4472-81362 月の歴史散歩は実施しません。

1  西国三十三カ所霊場地図
　霊場は和歌山県南端から西は姫路市、北は日本海に面した宮津
市、東は岐阜県の山中にまで広範囲に広がる
2  「西国」の笈

おい

摺
ずり

を掛けた夫婦巡礼『西国三十三所名所図会』　
　西国とは、当時の文化の中心である京都に憧れをもって東国の人が名
付けたもので、東国からの巡礼が多かった

【開館時間】　9 時～22 時　【休館日】   12 月 28 日～ 1 月 4 日
◆東公民館　神崎 210　　　   ☎ 984-1159　   FAX  984-1457
◆西公民館　北黒田 966-2   　☎ 984-5313　   FAX  984-5313
◆北公民館　昌農内 456-1　     ☎ 984-7529　  FAX  984-9398

　旬の食材をおいしい時季にいただ
き、伝統的な行事食を暮らしの中に取
り入れるための 366 日の食図鑑。写真
と共に、その日の暦や日本古来の風習
に添って旬の食材を知ることができる

▼

 日本を味わう
　366 日の旬の
　もの図鑑
　暦生活、清絢
　著 / 淡交社 

　世界はジャズであふれている ! 最
強の音楽ジャンル、ジャズを知ろう !
ジャズを感じる映画と本とマンガ、
歴史、先駆者、常識曲、ジャズ喫茶
& ライブハウスガイドなどを収録

　デビュー後、作家として本を出し続け
るのは至難の業といわれている中、今
をときめく人気作家 3 人が、「作家と新
人賞」「作家とおカネ」「作家と SNS」な
ど、経験を基に作家生存戦略をつづる

▼

 ゼロから分か
　る！ジャズ入門
　後藤雅洋・監修
　世界文化社 

▼

 作家　超サバ
　イバル術！
　中山七里、知
　念実希人、葉
　真中顕・著
　光文社

　荒れ狂う世に翻
ほ ん

弄
ろ う

された 7人の女
性たちの十二刻。長久手の戦いで家
康が勝利するまでの 24 時間、伊達
家と最上家を和睦させるまでの 24 時
間など、歴史の大事に至るまでの一
日を濃密に描く時代小説

　ある朝、魔が差して会社をサボり、
スーツで山に登った40 歳の野崎修作。

「日常」に戻ると、街も家も会社も何
かおかしい。どこかで聞いたような疫
病が世界を分断し、新宗教の持つ票
があらゆる選挙を左右し…

　よく聞く「あるある話」を現代ショー
トショートの名手、田丸雅智が大胆に
アレンジ。孤立した洋館で事件が起こ
る、本を取ろうとして手が触れ合う 2
人、屋上で空を見上げる一匹狼…な
ど、全 10 作を収録

▼  戦国十二刻
　女人阿修羅
　木下昌輝・著
　光文社

▼  ワンダーラン
　ド急行
　荻原浩・著 
   日 経 BP 日 本
　経済新聞出版

▼  遅刻する食パン
　少女
　田丸雅智・著
　光文社 
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◆開館時間　9 時 30 分～ 19 時
◆問い合わせ　     ☎ 985-4140
　　　　　　       FAX 985-1386
https://www.i-masaki.jp/library/
◆ 2 月の休館　15日㊌～28 日㊋

Let
's Enjoy Books

ふるさと ライブラリー

おはなし会
11日   ㊏
11時～
文化センター
2階ふるさと学習室
※要予約

◆ 新着本 紹介

　毎週新しい本を入荷し、随時、新着本コーナーに展示して
います。貸し出し状況、予約状況はお問い合わせください。

　年に一度の特別整理のため、上記期間中
図書館を休館します。
　この期間中に、図書館にある全ての資料
が正しい場所にあるか、なくなっている資料
がないかなどを点検し、整理します。皆さん
が快適に利用できるよう、ご理解とご協力
をお願いします。

特別整理による休館
2 月15日㊌～28 日㊋
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